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永遠の気象青年　柳井迫雄

　今回は，中国の昆明で開かれた米中モンスーン会議の

帰途日本に立ち寄られた，UCLAの柳井迫雄教授です．

問：気象の研究をお始めになった動機は何ですか？

　　僕は中学（旧制）1年の時から，r気象きちがい」

なのです．父親が天文とか気象の本を買ってくれたせい

もあり，子供のときから興味がありました．中学に入っ

たとき体育館の屋上の・ビンソン（4つのおわん）風

力計が回っているのを見て，rああいいなあ」と思いま

した．以来ごく自然に気象に入っていきました．

問：先生は湘南高校出身だそうですが，クラブに入って

　いらっしゃったのですか？

一気象班というのに入りました．そのリーダーみたい

なのをやっていて，実は明日その同窓会があるんです

よ．旧制の中学に入ったのですが，途中で新制高校に変

わり，入学試験なしに6年間持ち上がりました．その頃

は占領政策のおかげで，とても自由な風潮があり，課目

のとり方も一人一人違うし，クラブ活動も活発でした．

野球部が甲子園で優勝して提灯行列をしたのを覚えてい

ます．

　気象班では毎日定時観測をしました．その他にr研究

観測」と称して一人一人何か発明や工夫をして観測をし

ては発表会をしました．僕は接地層の気温がいつ逆転す

るか，温度計をたくさん置いて測ってみました．また，

よく中央気象台や横浜測候所（いずれも当時）も見学し

ました．台風の特別観測をやって新聞に出たこともあり

ます．台風が来ると大喜びで，学校にr警報」を出して
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先生と生徒を帰し，校舎を独占して徹夜で観測しまし

た．次の日は，茅ケ崎や平塚の各駅へ行って木がどっち

に倒れたか見て回り，台風の中心がどこを通ったか測候

所に教えてあげたのです．

　東大を受けたのは，気象学をやっている大学を調べた

ところ，一番近いのが東大だったからです．また当時毎

月r天気と気候」（地人書館；やがて　r天文と気象」さ

らにr月刊天文」に改称された．）を愛読していました

が，正野先生の学士院賞受賞の記事を見て東大志望に決

め，それから受験勉強を始めました．大学に入ってもや

っばり地球物理にいって気象学をやることしか考えてい

ませんでした．

問：そしてごく自然に大学院に進まれたわけですね．

一「大学院へ入りたい」と正野先生に伺ったら，「大学

院へは就職先はないということを承知の上で来てほし

い」と言われました．余談ですが，僕の家内は地球物理

の同級生でしたが，女子だということだけの理由で気象

庁に入れなかった，まだそんな遅れた時代でした．僕も

公務員試験を受けていて，どっちにするか少し迷ったの

ですが，勉強がしたかったので大学院に行くことにしま

した．

　上級生には，相原さん，都田さん，真鍋さん，駒林さ

んがいました．岸保さんは助手で数値予報に情熱を傾け

ておられ，佐々木さんがアメリカに出発するところでし

た．僕より年上の人はフルブラィトで皆アメリカヘ行く

という時代でした．横浜港へ氷川丸を見送りに行くのが

年中行事だったのです．

問：修士の頃から台風のご研究をなさったと伺っていま

　すが？

一入った頃，正野先生に台風をテーマにするように指

示されましたが，台風の何をやったらいいか伺ったとこ

ろ，r自分で考えなさい」と言われました．最初の一，

二年は，台風に関する論文は殆ど全部読んだと思います．

そして，r何がやられていないのか」を調べました．愛読

していたRieh1の教科書には，easterly　waveからでき

るとは書いてありましたが，ほんとうに台風がrどうで

きるか」は何も書いてないのです．大学の人達はそのよ

うなことは何も知らないので，気象庁予報課へ出入りし

て予報官の方々のご意見を聞ぎに行ったところ，島田健

司さんが，rアメリカがビキニで特別観測をやっていて，

ネットワークの中に台風（Doris）ができたケースがある

ので調べるとおもしろいのではないですか」と教えてく

れたのです（1958年）．
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　データは気象庁受信の電報のほかに，アメリカ空軍受

信の電報も正野先生に頼んでもらって借りました．ファ

クシミリなんてない当時は，気象データはテレタイプ印

字でした．最初米軍からもらったつもりでいたら，あと

で返せといわれ，朝から晩まで筆写してやっと返却しま

した．コピー機なんてない時代でしたから．これをプロ

ットして天気図を書き，2年位を費やし，博士卒業の論

文になったのです．

　偶然にも次の年（1959年），伊勢湾台風がきました．

すぐに，当時のバリバリの科学技術庁長官の中曽根さん

が，「台風研究所を作れ」と吹いたのですが，結局，台

風研究部となり，定員5人のうち外部から1人だけ採用

されることになりました．というわけで，中曽根さんに

は恩があると今でも思っています．

　やっと気象庁に入ったと思ったら，rどこの測候所へ

行きたいか」と……．これは話が違うと，僕はrそれな

らやめてアメリカヘ行きます」と言ったら，初代の部長

の今井一郎先生が交渉してくれてr前例はないが」初め

から気象研究所に入れることになりました．元陸軍気象

部だった，当時の気象研は，正直言ってあまり研究向き

の雰囲気でなく，またなんといっても年輩の人が多くて

僕は本当の末席でした．

問：先生は大学院生時代のr台風の発生」のご研究で

　1962年の日本気象学会賞を受賞なさっていますね．ど

　のような点が注目されたのですか？

一話は戻りますが，1960年に日本で初めて気象の国際

学会r数値予報シンポジウム」が開かれました．僕はこ

のシンポジウムで，卒論となる予定のr台風の発生」の

解析を発表しました．すると，珍しかったのでしよう，

Chamey先生がこの教室に見学に来たのです．台風の

「発生」を見せた解析はあまり他にはないんですね．例

えば，数値シミュレーションをするにも僕の論文（1961．

JM劔）が今でも引用されるのは，他にr似せよう」と

する相手がないからなゐではないでしようか．Chamey

さんは，ちようどMITで台風の数値実験をやりだした

頃で，当時MITにおられた小倉さんと一緒に正野先生

の部屋に来られ，僕も呼ばれて天気図を次々見せて，一

日中台風の議論をしました．彼はその時はまだCISKの

概念に達していなかったようです．僕のように一介の学

生に過ぎない者のところにでも，興味を持ったら訪ねて

来るほど，Chameyさんという人は気さくな人でした．

ちようど去年アメリカ気象学会からChamey賞をいた

だいたのですが，その時のことを受賞のスピー一チで話し

1988年1月
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ました．

　実は正野先生は，はじめ僕の論文がr理論的でない」

ために気に入らなかったようです．「就職が決まったか

ら学位を下さい」と心臓強く言いに行ったところr式が

ないね」と言われ，式の100くらいある第二の論文を書

いてやっと合格となりました．その理論の方は今見ると

間違っています．僕は，数式があるかないかは論文の価

値ン4は関係ないと，今でも思っています．

問：気象研究所に入られた1年後にColorado　State大

　学にいらしたそうですが？

一はい．ちようどシカゴ大から移られたばかりの］Rieh1

教授から招待状がきて，Post　Doc・として2年間行くこ

とになりました（1962～1964）．Miamiのハリケーンプ

ロジェクトにも毎夏行かせてもらったし，アメリカをあ

ちこち見て回りました．その当時からの友人であるGray

さん，Bearさん，Zipserさんらと今でも親しくしてい

ます．

　日本でも立派な研究をしなくてはという思いで帰って

きました．ちようど1960年頃というのは，ReedとEbdon

が論文を書き出した頃で，QIBOにも興味を持ち，台風

だけでなく熱帯気象学全体がやりたいと思うようになり

ました，そんな時ちようど正野先生から助教授に来いと

の電話があり，GFDLに行かれた都田さんのあとに東

大へ行くことになったのです（1965）．とても急なこと

で，また，正野先生に反抗的だった僕にお鉢が回ってき

たということで，本当に驚きました．先生には感謝の他

はありません．

問：そしてYanai－Maruyama波を発見なさるのですね．

一助手だった松野さんと同じ部屋で仕事をすることに

なりました．彼の有名な赤道波の理論は，英文の添削を

してあげたりした関係上以前から知っていたのですが，

不思議なことに問題意識として僕の興味とつながらなか

ったのです．

　正野先生に，r大学院の学生をつけてほしい」と希望

したところ，雲物理から何か他のテーマに変えようとし

ていた丸山さんをつけてくれました．r赤道成層圏に必

ず波がある」との確信を持って解析を始めました．赤道

上での西風集中は純粋の帯状流で嫉つくれず，波が運動

量を運んでいるのだろうと思ったからです．ただし，水

平に運動量を輸送する波を想定しました．あとで鉛直方

向の輸送が大切であると分かったのですが．そこで丸山

さんに昔のビキニのデータで，矢羽根のひきかたから教

えて二週間ほど経ったころ，r何か風向の変化におもし
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ろいものが出た」と言って彼が持ってきたのが，あの混

合・スビー・重力波（1966）でした．松野理論は海洋中

の赤道波が動機だったそうですから，お互いに上下違う

方向を見ていて気づかなかったらしいのですが，まもな

く同じこと研究していることが分かりました．当時楽し

かったのは，次々入ってきた優秀な大学院生たちとチー

ムで仕事をしたことです．すでに大学院にいた丸山さん，

山岬さんに続いて新田さん，林さん，時岡さん，高橋さ

ん，そして，佐藤さん，村上さん，木田さん．アメリカ

ではWallaceさんのグループがKelvin波を見つけ，

互いに論文の原稿を送って子供みたいに競争しました．

間：なぜ先生はそのときKelvin波は発見なさらなかっ

　たのですか？

一ちようどその頃Reedさんが太平洋会議で来日した

とき，もうアメリカでは波を見つけたのでは，と皆で気

になり，丸山さんは自らr僕がスライド係をやる」とい

ってReedのスライドを透かしてみて，r彼らはまだ見

つけていない」と安心したりしました．あとでR．eedに

なぜ波を見つけなかったのか聞くと，彼はアメリカ海軍

から提供された初めから月平均のデータを使っていたの

だと言う．一方僕の方は，Wallaceとフィルターのレスポ

ンスが違っていて15日周期は出ず，また，u－component

はよく調べずv－componentだけを見ていたために

Kelvin波を見落としたのです．後から考えると，皆で

相手の盲点をつくようなことをしており，おかしな話で

す．

問：東大をやめてアメリカヘ行かれたのはなぜですか？

一正野先生がご病気になり，雑用やら会議やらが全部

回ってきて困りましたが，実のところ，この期間は好き

なことがやれて楽しかったのです．ところが，あの紛争

で学生も我々も皆が異常になり，建物は次々に封鎖さ

れ，次はどこがやられるだろうとびくびくしていまし

た．助教授は久保理学部長の補佐役や門番までやらさ

れ，優秀な大学院の学生までが石を投げ出す．こんなこ

とをやるために大学に来たんじゃないと嫌気がさしまし

た．僕は気が短いのでしようね．紛争中の，1969年に，

2回めの数値予報国際学会が開かれたのです．どうか来

ないでくれと言ったのに，人々はおもしろがって東大を

見物しにぎました．事件を知っていくつかの招待状もア

メリカからきていましたが，ある晩，荒川昭夫さんを通

して，UCLAに来ないかとのMintzさんの話を受けて

5分でOKしました．ところが，東大はいつの間にか

静かになりみんなケロッとしていて，早まったかな，と
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思ったりしました．

間：アメリカでの最初の主な仕事は何ですか．

一自分の研究費がとれるまでの間，最初はMintz一荒

川のプロジェクトに入れてもらいました．日本にいた頃

はまだ積雲対流にはそれほど関心がなかったのですが，

荒川さんがちようどcumulus　parameterizationで苦労

しておられるのに刺激を受け，毎日のように二人で討論

しあい，勉強するようになりました．まだ気象学者の知

識はお粗末なもので，ようやく流体力学のプリュームの

概念を取り入れた頃です．荒川さんの研究と並行して，

観測の方から積雲対流群の特性をdiagnosticに出そうと

しました．1971年のBarbadosでの熱帯気象の会議で発

表しました．Arakawa－Schubertのparameterizationの

出来始めの頃です．

問：GATE（GARP大西洋熱帯実験）の経過と成果に

　ついてお聞かせ下さい．

一東大時代の1967年に，東大海洋研究所に移られてい

た小倉さんと共に，ストックホルムのGARPの研究会

議に呼ばれ，“tropical　experiment”の立案段階から参加

しました．熱帯に関する組織だった研究活動の最初のも

ので，TROMEXと言っていました．目本の研究者はマ

ーシャル群島での計画を希望したのですが，軍事基地の

間題からか，欧米中心にいつの間にか大西洋のGATE

にな：ってしまい，日本は降りてAMTEXを提案するこ

とになりました．このことも，私が東大をやめたもう一

つの動機になっています．そうしてアメリカに渡った途

端にGATE委員会に入れられました．ソ連も20隻くら

い船を出すほどで，あれだけの国際協力は今ではできな

いのではと思います．

　GATEの成果はconvectionの本格的知識が得られた

ことです．meso－scaleという段階がlarge－scaleと積雲と

の間に一段あるということがはっきりしました．

問：最近のご研究についてお聞かせ下さい．

一赤道波と積雲群に加えて，かねてから興味があった

モンスーンとチベット高原の熱源のテーマを中国からき

た客員研究員（中山大学の先生）と一緒に始めました』

今では三人目の中国の方と引き続いて研究しています．

　赤道波の研究もやめたわけでなく，絶えず大学院生・一

人にはやらせています．今日のコPキウム（注：コ・キ

ウムは，1987年7月3日にr赤道波の発生機構」と題し

て行われた）でお話しする予定の仕事も，台湾から来た

女子学生のMong－Ming　Luさんの博士論文が土台にな

　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．35へつづく）
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　　　　　　　　　ノっています．面白いこと醸混合ロスビー重力波の追発見

は，丸山さん以来不思議なくらい波数4，周期5日の波

しかでない．それがなぜかというのは今でも不明です．

　結局，いつまでも気象きちがいが残っているようです．

人それぞれいろいろなタィプがありますが僕は，物を見

つけることに興味があって，理論はそのあとです．今後

数年は，赤道波は10w　fヒequency　oscillationに，積雲

群はmeso－scaleに，それぞれつなげて，更にチベットも

あわせて3本柱で続けて行きたいと思っています．

　それから，アメリカでは授業もちゃんとやらなければ

なりません．僕自身コロラドにいたころに，日本よリア

メリカ式の教育の方がいいと思ったし，少しは親切に教

育するべきだと思います．

問：最後に，日本の人々ヘー言．

1988年1月

一あまり先輩めいたことを言う立場ではありません

が，個性を尊重しなさい，ということです．僕は学生の

ころ，誰もやっていないことをやろうと考えました．日

本の人は知識は多いのですが，少し流行に弱いのではな

いでしょうか……．

　本当に気象が好きでたまらないという柳井先生は，若

かりし日の強気の発言や東大紛争のことをふりかえって

r短気です」とおっしゃるが，実は気のなが一い熱帯気

象の番人的な方だと感じた．

　見えないものを見通す深い洞察力と，あくまでもデー

タを大切にする精緻さとを持つ，こわい気象青年なの

だ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（大内　彩子）

35


